
 

 

 

 
 

 
 

  
 

 

 

 

内   容 
 

序 章 論文・レポートを作成するにあたって 

 

第１章 図書・雑誌を探す 

１  長久手・守山キャンパス図書館を利用する 

２  国内の大学図書館等を調べる 

３  公共図書館を調べる 

４  海外の図書館を調べる 

     

第２章 論文を探す 

１  総合的に国内論文を探す 

２  総合的に海外論文を探す 

３  主題別に論文を探す 

     

    第３章 他機関の資料を利用する 

１  資料を入手する方法 

２  ＩＬＬ（InterLibrary Loan）サービス 

     

第４章 いろいろな資料を探す 

１  国書（江戸時代以前の日本の本）を探す 

２  史料を探す 

３  漢籍を探す 

４  新聞記事を探す 

５  辞書・事典を探す 

６  行政情報を探す 
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序章 論文・レポートを作成するにあたって 

 

 

 
論文・レポート作成に必要な１０のステップや、代表的な検索法などについて

説明します。 
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１ 論文・レポート作成の１０のステップ 

 
・論文・レポート作成にあたっては、必要なステップを順に、確実に行うことが大切です。主に図書

館がお手伝いできる部分は、「②事前調査」、「④関連文献の調査」および「⑤文献の入手」です。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①テーマの選択――書きたいテーマを絞り、訴えたい主張をはっきりさせる。 

 

②事前調査――執筆に入る前に、自分のテーマの全体像とテーマに関係する概念を予め把握しておく。 

 

③仮アウトライン作成――最終的に自分の主張を述べるために必要な内容の骨子を箇条書きにする。 

 

④関連文献の調査――仮アウトラインに沿って、必要な情報が載っている文献を探してリストを作る。 

⑤文献の入手――関連文献リストの各文献を所蔵している図書館などを確認し、入手する。 

 

⑥文献の読解と整理――入手した文献を読み解き、自分で評価し、ノートを作り、分類・整理してお

く。 

⑦最終アウトライン作成――読解、整理した文献の内容をもとにして、仮アウトラインを見直し、修

正、追加、削除を行なって最終アウトラインを作る。 

⑧執筆と校正――最終アウトラインに沿って材料を文章に書き下ろす。 

⑨出典の表示――引用には出典を示す注をつける。 

⑩仕上げ――指定どおりの形に整えて、仕上げる。 

 
日本図書館協会編『情報の達人 第３巻 レポート・論文を書こう!』 

紀伊國屋書店 ２００７（ＤＶＤ） より 

① 

テーマの 

選択 

② 

事前調査 

④ 

関連文献の 

調査 

 

⑤ 

文献の入手 

 

⑥ 

文献の読解 

と整理 

⑦ 

最終アウト 

ライン 

作成 

⑧ 

執筆と校正 

⑨ 

出典の表示 

⑩ 

仕上げ 

③ 

仮アウト 

ライン作成 

図書館 
図書館 

図書館 
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         Ａ１        Ｃ１ 

ある文献Ａの   Ａ２   Ｂ１   Ｃ２ 

  参考文献   Ａ３   Ｂ２   Ｃ３ 

         Ａ４   Ｂ３   Ｃ４ 

              Ｂ４ 

２ 事前調査 

 
・レポートや論文の執筆に入る前に、自分のテーマの全体像とテーマに関係する概念を予め調査し把

握しておく必要があります。具体的には次のような調査が考えられます。 

  ①テーマに関連する入門書、百科事典、専門事典などで関連語の項を読む。 

②上述の事典等に出てくる基本用語、人物名、事件名などをメモしておき、さらに調べてノート

を取る。 

③テーマに関連する分野の専門用語も調べる。 

④テーマに関連したウェブ上の信頼できるサイトから、最近のトピックや必須情報を入手する。 

・多くの事典・辞典を搭載したオンラインデータベース「JapanKnowledge（ジャパンナレッジ）」（p.48

参照）は、事前調査に役立つツールのひとつです。ぜひご活用ください。 

 

３「イモヅル式検索法」と「二次資料検索法」 

 
・文献検索には、大きく分けて二つの方法があります。「イモヅル式検索法」と「二次資料検索法」で

す。この二つの方法を組み合わせることにより、より網羅的な検索ができます。 

 

「イモヅル式検索法」とは 

信頼できる一つの文献（図書や論文）を起

点にし、その巻末などに記載されている「引

用・参考文献」の中から必要と思われるも

のをたどっていく方法。 

 

[参考文献例] 

①図書の例 

著者（出版年）『書名』、出版 

者 

②雑誌論文の例 

著者（発表年）「論文名」、 

『掲載雑誌名』掲載年、 

掲載巻号：掲載ページ 

 
大原始子『シンガポールの言葉と社会』三元社 2002 

 

 

「二次資料検索法」とは 

文献目録、記事索引など「二次資料」を使って資料を集める方法。「二次資料」には本の形態をし

た冊子体のものと、ＣＤ－ＲＯＭやインターネット上に公開されたデータベースのものとがある。 

 

[二次資料例] 

安藤勝編 『英米文学研究文献要覧』日外アソシエーツ 2001 

① 

② 
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４ 文献探索のポイント 
 

４．１ 正確な書誌情報を早い段階で確保する 
 

・図書の書誌情報 

→書名、著編訳者名、出版者、出版年月、シリーズ名、ISBN、NACSIS-ID など 

・雑誌の書誌情報 

→雑誌名、巻号・通号、年月、ISSN、NACSIS-ID など 

・論文の書誌情報 

→論文名、著者名、掲載雑誌名、巻号・通号、年月、掲載ページ、ISSN、NACSIS-ID など 

 

４．２ 二次資料（目録、データベース）の使い方を確かめる 
 

・冊子体、データベースのいずれも、ツールによってそれぞれ使い方が異なります。 

・使用する際には凡例やヘルプなどをよく読んで、収録範囲、記号・表記のルール、検索値の入力方

法などを確認してください。 

 

４．３ インターネットからの情報だけに頼らずに 
 

・インターネットですべてのことが調べられるわけではありません。 

・インターネット上で見つからないからといって、存在しないとはかぎりません。 

・また、意外に最近の情報しか入手できないこともあります。 

・こうしたインターネットの限界を念頭におき、必要に応じて冊子体のツールを併用するなど、多角

的な探索を心掛けましょう。 

・本学で利用できるオンラインデータベース「JapanKnowledge」には、検索結果から、該当テーマに

関連した Web 上の信頼できるサイトへのリンクがあります。 

 

５ 論文とは 

 

・多くの研究成果は、学術雑誌や、大学等が発行する紀要に個々の「論文」として発表されます。雑

誌論文からは、図書として出版されるよりも早い情報を得ることができます。また、特定テーマに

ついてのより専門的な情報を持つものが多いのも特徴です。 

 

・このような点から、論文の収集は、論文・レポートの作成には欠かせないものです。 

 

・雑誌論文を入手するには、まず、その雑誌論文が掲載された雑誌名、巻号、年月、掲載ページ、ISBN、

NACSIS-ID などを知る必要があります。 

・雑誌ではなく、論文集などの図書に掲載される論文もあります。その場合は、掲載された図書名、

出版者、出版年月、掲載ページ、ISSN、NACSIS-ID などを知る必要があります。 

 


